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次
い
で
３
割
台
に
「
ス
タ
ッ
フ
の
世
代
交

代
が
進
ま
な
い
」「
ス
タ
ッ
フ
の
オ
ー
バ
ー

ワ
ー
ク
」（
各
32
・
４
％
、
30
・
５
％
）、

２
割
台
に
「
労
務
管
理
や
会
計
に
精
通
し

て
い
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
」「
ス

タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
が
少
な

い
」（
各
24
・
６
％
、
22
・
４
％
）
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。「
専
門
性
が
低
い
」
も

17
・
１
％
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
不
足
を
大
き

な
背
景
と
し
て
、
そ
の
世
代
交
代
、
過
重

な
負
担
、
専
門
性
の
低
さ
な
ど
が
課
題
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
課
題
》

活
動
の
支
援
や
事
業
を
担
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
課
題
が
あ
る
と
回
答
し

た
４
４
６
法
人
の
課
題
の
内
容
（
複
数
回

答
）
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
ら
な

い
」
が
過
半
数
の
法
人
か
ら
挙
げ
ら
れ
た

（
57
・
６
％
）。
以
下
、「
世
代
交
代
が
進

ま
な
い
」
26
・
０
％
、「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
機
会
が
少
な
い
」
18
・
６
％
、「
専
門

性
が
低
い
」
17
・
７
％
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
同
士
の
情
報
の
共
有
が
で
き
な
い
」

10
・
１
％
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
ス
タ
ッ

フ
と
同
形
の
課
題
群
も
指
摘
で
き
る
。

東
京
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
現
状
と
課
題
（
後
編
）

　
―
「
東
京
都
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
す
る
基
礎
調
査
」
か
ら
―

渡
戸
一
郎
（
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長
、
明
星
大
学
教
授
）

タ
ッ
フ
」
63
・
９
％
、「
理
念
や
組
織
運
営
」

63
・
０
％
、「
活
動
」
54
・
１
％
で
あ
り
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
４
割
弱
（
38
・
２
％
）

に
留
ま
る
（
な
お
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

必
要
と
し
て
い
な
い
」
と
い
う
回
答
も

17
・
５
％
あ
っ
た
）。

《
ス
タ
ッ
フ
メ
ン
バ
ー
に
関
す
る
課
題
》

ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
課
題
が
あ
る
と
回

答
し
た
７
４
７
法
人
の
課
題
の
内
容
（
複

数
回
答
）
は
、「
ス
タ
ッ
フ
が
不
足
し
て

い
る
」
が
３
分
の
２
近
く
に
上
り
（
64
・

７
％
）、
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

前
編
で
は
、
都
内
に
主
な
事
務
所
を
持
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
い
て
、
概
観
し
ま
し
た
。
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
も

の
の
﹁
社
会
福
祉
﹂
が
一
番
多
く
、
活
動
形
態
は
﹁
対
人
サ
ー
ビ
ス
﹂
と
と
も
に
﹁
学
習
機
会
の
提
供
﹂
が
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
組
織
体
制
と
し
て
、
常
勤
職
員
が
い
る
団
体
は
5
割
を
超
え
て
い
る
こ
と
や
、
資
金
・

財
務
で
は
、人
件
費
総
額
﹁
な
し
﹂
が
約
２
割
あ
り
、そ
の
他
は
額
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

後
編
で
は
、﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
の
課
題
﹂
や
﹁
今
後
の
方
向
性
﹂、
全
体
の
総
括
と
し
て
、﹁
調
査
結
果
の
考
察
﹂

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

４　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
の

　
　

課
題
と
今
後
の
方
向
性

前
編
を
踏
ま
え
、
法
人
の
回
答
者
に
よ

る
団
体
の
現
状
認
識
や
今
後
の
方
向
に
関

わ
る
意
見
を
み
て
い
く
（
以
下
、
Ｎ
Ａ
は

無
回
答
、
Ｄ
Ｋ
は
「
わ
か
ら
な
い
」
を
指

す
）。

(1)　

解
決
す
べ
き
活
動
上
の
課
題

過
半
数
の
法
人
か
ら
課
題
と
さ
れ
た
の

は
多
い
順
に
、「
資
金
」
74
・
６
％
、「
ス
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《
資
金
》

資
金
に
つ
い
て
課
題
が
あ
る
と
回
答
し

た
８
７
２
法
人
の
課
題
の
内
容
（
複
数
回

答
）
は
、
４
割
台
に
「
寄
付
が
集
ま
ら
な

い
」「
事
業
に
よ
る
収
益
が
十
分
上
が
ら

な
い
」（
各
46
・
４
％
、
43
・
７
％
）、
３

割
台
に
「
行
政
か
ら
の
補
助
金
・
委
託
金

を
獲
得
し
に
く
い
」「
会
費
が
集
ま
ら
な

い
」「
民
間
助
成
金
が
獲
得
し
に
く
い
」（
各

37
・
４
％
、
36
・
１
％
、
33
・
３
％
）
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
結

果
、「
人
件
費
を
十
分
に
捻
出
で
き
な
い
」

（
43
・
３
％
）
た
め
、「
理
事
や
運
営
ス
タ
ッ

フ
の
持
ち
出
し
が
多
い
」
と
い
う
回
答
も

23
・
７
％
に
上
っ
て
い
る
。
資
金
獲
得
の

困
難
は
常
勤
職
員
の
低
賃
金
問
題
に
も
関

連
し
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

《
理
念
や
組
織
運
営
》

理
念
や
組
織
運
営
に
つ
い
て
課
題
が
あ

る
と
回
答
し
た
７
３
７
法
人
の
課
題
の
内

訳
（
複
数
回
答
）
は
、「
新
規
の
会
員
が

集
ま
ら
な
い
」
48
・
２
％
を
筆
頭
に
、「
行

政
等
に
報
告
す
る
事
業
報
告
・
決
算
書
等

の
作
成
に
労
力
が
か
か
る
」
33
・
１
％
、

「
事
務
所
や
活
動
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

な
い
、
ま
た
は
不
十
分
」
28
・
２
％
、「
団

体
の
維
持
や
事
業
運
営
に
忙
し
く
、
理
念

の
追
求
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
」
27
・

５
％
、「
事
業
の
計
画
・
実
施
・
評
価
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
充
分
行
え
て
い
な

い
」
19
・
３
％
、「
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
間
で
理
念
・
目
標
が
共

有
さ
れ
て
い
な
い
」
17
・
４
％
、「
日
常

の
事
務
や
会
計
処
理
が
滞
り
が
ち
」
16
・

４
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
が

日
常
活
動
に
追
わ
れ
、
事
務
処
理
が
十
分

に
行
え
な
い
、
ま
た
、
法
人
内
で
の
理
念

と
事
業
の
す
り
合
わ
せ
の
た
め
の
十
分
な

余
裕
が
な
い
な
ど
の
組
織
内
の
実
態
が
浮

か
び
上
が
る
。

《
活
動
》

活
動
に
つ
い
て
課
題
が
あ
る
と
し
た

６
３
３
法
人
の
課
題
の
内
訳（
複
数
回
答
）

は
、
前
述
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
不
足
」
や

「
新
規
会
員
が
集
ま
ら
な
い
」
と
い
っ
た

問
題
と
関
連
し
て
、「
効
果
的
な
広
報
・

Ｐ
Ｒ
方
法
が
わ
か
ら
な
い
（
で
き
な
い
）」

「
参
加
者
が
集
ま
ら
な
い
」
が
３
割
台
に

上
っ
て
い
る
（
各
36
・
７
％
、
31
・
０
％
）。

ほ
か
に
「
活
動
を
行
う
場
が
安
定
的
に
確

保
で
き
な
い
」
27
・
６
％
、「
活
動
が
マ

ン
ネ
リ
化
」
24
・
３
％
、「
期
待
さ
れ
る

事
業
の
成
果
が
上
が
ら
な
い
」
23
・
９
％
、

「
他
団
体
と
の
連
携
が
で
き
な
い
」
16
・

０
％
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
広
報
、
活
動

場
所
の
安
定
的
な
確
保
、
活
動
の
刷
新
な

ど
が
課
題
だ
と
い
え
よ
う
。

《
ク
ロ
ス
集
計
結
果
》

ク
ロ
ス
集
計
と
有
意
差
検
定
（
χ
二
乗

検
定
）
を
行
っ
た
結
果
、
以
上
の
傾
向
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
地
域
の
範
域
や
年
間

収
支
規
模
と
の
間
に
有
意
な
相
関
が
認
め

ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
活
動
地

域
が
狭
い
ほ
ど
活
動
の
推
進
力
で
あ
る
ス

タ
ッ
フ
メ
ン
バ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
あ

る
い
は
法
人
の
理
念
や
組
織
運
営
に
課
題

を
抱
え
て
い
る
（
図
表
５
）。
第
二
に
、

法
人
の
年
間
収
支
規
模
は
明
ら
か
に
常
勤

職
員
の
労
働
条
件
や
健
康
管
理
、
ま
た
資

金
の
問
題
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
表
６
）。
第
三
に
、

法
人
の
「
主
た
る
収
入
源
」
も
ス
タ
ッ
フ

の
問
題
や
組
織
の
理
念
・
組
織
運
営
に
有

意
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
行
政
か
ら
の

補
助
金
・
委
託
金
等
が
主
た
る
収
入
源
に

な
る
と
、
収
支
規
模
が
拡
大
す
る
反
面
、

活
動
を
充
実
す
る
上
で
の
ス
タ
ッ
フ
の
人

手
不
足
や
力
量
等
の
点
や
、
団
体
の
理
念

の
保
持
や
組
織
運
営
の
あ
り
方
に
課
題
が

生
じ
や
す
く
な
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る

（
図
表
７
）。

図表 5 活動地域の範域別クロス集計結果                           単位：％ 

主な活動地域 都区内 複数の都 
道府県と
国内全域

「国内　
 と海外」
及び 海外

全 体 

スタッフメンバーについての課題 n ＝ 1076  p ＜ .001 

特に問題はない 29.3 40.8 33.6 33.6 

解決すべき問題がある 70.7 59.2 66.4 66.4 

全 体 100.0 100.0 100.0 100.0

ボランティアについての課題 n ＝ 1098  p ＜ .005 

ボランティアは不要 17.7 24.4 9.8 18.9 

特に問題はない 37.2 44.9 46.2 41.0

解決すべき問題がある 44.9 30.7 44.1 40.1 

全 体 100.0 100.0 100.0 100.0

理念や組織運営についての課題 n ＝ 1098  p ＜ .005 

特に問題はない 30.7 42.0 29.7 34.2 

解決すべき問題がある 69.3 58.0 70.3 65.8 

全 体 100.0 100.0 100.0 100.0

χ二乗検定とは、クロス表において 2 つの変数間に何の関係もない確率（危
険率）を計算したもの。通常、5%（したがって 1% も有効）を目安とするこ
とが多い。例えば <0.05 の場合、変数 A と B の間に有意な差（偶然ではなく
出るべくして出た差）があると判断して誤る確率は 5% 未満ということになる。
なお、n は標本数（母数）、p は危険率を表す。



ネットワーク 2011／10・11  30

(2)　

今
後
の
方
向
性

《
法
人
の
種
別
の
変
更
》

２
０
１
０
年
に
公
益
法
人
制
度
改
革
が

行
わ
れ
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
別
種
の

法
人
へ
の
変
更
に
つ
い
て
「
検
討
し
た
こ

と
が
な
い
」
法
人
が
８
割
（
79
・
９
％
）

を
占
め
、
大
半
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ま
ま
で

活
動
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。「
検
討
し
て
い
る
」（
５
・
６
％
）

と
「
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
」（
12
・
２
％
）

は
２
割
弱（
17
・
８
％
）に
留
ま
っ
て
い
る
。

《「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
」
の
認
知
度

と
申
請
意
向
》

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
を
「
知
っ
て
い

る
」
は
7
割
（
70
・
９
％
）
で
あ
り
、
こ

の
制
度
の
認
知
度
は
高
い
と
い
え
る
。
し

か
し
「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
よ
く
知
ら

な
い
」
17
・
８
％
あ
る
い
は
「
知
ら
な

い
」
９
・
８
％
も
み
ら
れ
る
（
Ｎ
Ａ
２
・

１
％
）。
ま
た
、
こ
の
制
度
へ
の
申
請
希

望
を
尋
ね
る
と
、「
希
望
し
な
い
」
が
５

割
弱
（
47
・
４
％
）
で
最
も
多
く
、
こ
れ

に「
希
望
し
て
い
る
が
準
備
し
て
い
な
い
」

35
・
１
％
が
次
い
で
い
る
。
こ
れ
は
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
定
要
件
の
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
（
ち
な
み
に
「
希
望
し
た
が
通
ら

な
か
っ
た
」
が
０
・
２
％
み
ら
れ
る
）。
一

方
、「
希
望
し
準
備
し
て
い
る
（
申
請
中

を
含
む
）」
は
４
・
７
％
に
留
ま
り
、「
取

得
済
み
」
２
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
（
Ｄ

Ｋ
０
・
３
％
、
Ｎ
Ａ
９
・
９
％
）。（
※
）

《
今
後
の
活
動
の
見
通
し
》

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、今
後
の「
活

動
を
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

い
う
意
欲
を
も
つ
法
人
が
約
７
割
（
72
・

７
％
）
と
過
半
数
を
占
め
、「
現
在
の
活

動
を
維
持
し
た
い
」
と
い
う
現
状
維
持
派

は
約
２
割（
22
・
９
％
）に
留
ま
っ
て
い
る
。

な
お
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体（
任
意
団
体
）

へ
転
換
し
た
い
」
０
・
５
％
、「
活
動
を
縮

小
し
た
い
」
０
・
９
％
、「
活
動
を
停
止
し

た
い
」
０
・
６
％
と
い
う
、
縮
小
ま
た
は

停
止
の
意
向
を
も
つ
法
人
も
わ
ず
か
で
あ

る
が
認
め
ら
れ
る
（
Ｎ
Ａ
２
・
４
％
）。

図表 6 年間収支規模別クロス集計結果                                     単位：％ 

年間収支規模 1～ 400
万円未満

1000
万円未満

2000
万円未満

2000
万円以上

全 体

労災保険 n ＝ 415  p ＜ .001 

加入している 46.7 57.4 60.0 89.9 77.3

加入していない 50.0 40.4 38.8 9.3 21.4

雇用保険 n ＝ 411  p ＜ .001 

加入している 46.7 51.2 57.5 89.1 75.9

加入していない 50.0 46.5 41.3 10.5 23.1

健康保険 n ＝ 404  p ＜ .001 

加入している 48.4 44.2 50.6 84.6 71.0

加入していない 48.4 55.8 48.1 14.2 27.7

厚生年金 n ＝ 404  p ＜ .001 

加入している 45.2 41.9 46.2 84.6 69.7

加入していない 51.6 55.8 52.6 14.2 28.8

健康診断 n ＝ 554  p ＜ .001 

実施している 16.0 23.1 27.3 55.6 38.8

実施していない 79.0 67.9 64.6 25.3 48.0

経費を一部負担等 3.0 9.0 7.1 18.8 12.5

スタッフの課題 n ＝ 1005  p ＜ .005 

特に問題はない 38.1 38.6 26.8 28.9 34.9

解決すべき問題ある 61.8 61.4 73.2 71.1 66.9

資金の課題 n ＝ 1016 p ＜ .005 

特に問題はない 19.7 18.8 17.1 28.8 21.1

解決すべき問題ある 80.3 81.2 82.9 72.1 79.1

注：「わからない」を省略。 

図表 7 主たる収入源別のクロス集計結果                                  単位：％ 

主たる収入源 会費
＋寄付

事業収入 行政からの
補助金等

全 体 

スタッフの課題 n ＝ 760  p ＜ .001 

特に問題はない 43.9 31.7 19.7 34.1 

解決すべき問題がある 56.1 68.3 80.3 65.9 

理念や組織運営の課題 n ＝ 758  p ＜ .005 

特に問題はない 38.4 33.7 24.7 33.6 

解決すべき問題がある 61.6 66.3 75.3 66.4 
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《
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
の
社
会
的
役
割
》

最
後
に
、
回
答
者
に
当
該
法
人
の
社
会

的
役
割
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
聞
い
た
。

具
体
的
に
は
Ａ
「
現
在
、
行
政
が
担
っ
て

い
る
仕
事
の
一
部
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動

団
体
が
担
っ
て
い
く
」、
Ｂ
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市

民
活
動
団
体
は
行
政
が
で
き
な
い
こ
と
に

積
極
的
に
取
り
組
む
」
と
い
う
二
つ
の
考

え
方
を
示
し
、
ど
ち
ら
の
考
え
方
に
近
い

か
、
尋
ね
た
。
回
答
は
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
Ａ
に
賛
成
」
は
15
・
１
％
に
留
ま
り
、

「
ど
ち
ら
か
い
え
ば
Ｂ
に
賛
成
」が
67
・０
％

と
３
分
の
２
に
及
ん
だ
（「
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
」
16
・
０
％
、
Ｎ
Ａ
１・９
％
）。

こ
の
結
果
か
ら
、
７
割
近
く
の
法
人
が

Ｂ
の
行
政
と
の
一
定
の
距
離
を
置
い
た
社

会
改
革
機
能
の
な
か
で
自
法
人
の
社
会
的

役
割
を
考
え
て
お
り
、
Ａ
の
方
向
性
と
し

て
「
小
さ
な
政
府
」
論
に
も
つ
な
が
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
行
政
代
替
機
能
に
近
い
考
え
方
を

と
る
法
人
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な

お
、
以
上
の
結
果
を
法
人
の
今
後
の
活
動

の
見
通
し
と
ク
ロ
ス
集
計
す
る
と
、
活
動

の
消
極
的
な
見
通
し
を
も
っ
て
い
る
法
人

は
、
積
極
的
な
見
通
し
を
も
っ
て
い
る
法

人
に
比
べ
て
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

の
比
率
が
有
意
に
高
い
傾
向
が
認
め
ら
れ

た
も
の
の
、
大
き
な
回
答
傾
向
に
有
意
な

差
は
な
か
っ
た
（
表
は
省
略
）。

５　

調
査
結
果
の
考
察

お
わ
り
に
本
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
若

干
の
考
察
を
試
み
て
お
こ
う
。
大
都
市
・

東
京
に
は
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
の
中

枢
機
能
が
集
中
し
て
い
る
が
、
同
時
に
国

内
で
最
大
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
集
積
地
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
東
京
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
（
全
国
的
）
あ
る
い
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な

機
能
を
も
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
、
都
内
の

ロ
ー
カ
ル
な
地
域
社
会
に
根
づ
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
い
う
二
層
構
造
が
存
在
し
て
お

り
、
規
模
（
会
員
数
や
財
政
規
模
な
ど
）

が
大
き
い
法
人
は
前
者
に
多
く
、
圧
倒
的

多
数
を
占
め
る
後
者
に
は
組
織
的
に
脆
弱

な
法
人
が
よ
り
多
く
含
ま
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
組
織
運
営
等
で
よ
り

支
援
が
必
要
な
の
は
ロ
ー
カ
ル
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
だ
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
組
織
規
模

の
大
き
く
広
域
的
な
活
動
に
取
り
組
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
多
い
こ
と
も
東
京
な
ら
で
は

の
特
性
と
し
て
、
こ
れ
を
今
後
ど
の
よ
う

に
活
か
し
て
い
く
か
も
課
題
と
な
る
。

言
い
換
え
る
と
、
都
内
に
事
務
所
を
も

つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
形
態
的
に
多
様
で
あ

り
、
抱
え
る
課
題
に
も
差
異
が
大
き
い
。

小
規
模
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
な
か
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
い
っ
て
も
よ
い
も
の
が

多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
人
材
・
ス
タ
ッ
フ
・

資
金
な
ど
の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、
組
織
的

基
盤
が
整
備
さ
れ
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
に

な
る
ほ
ど
、
発
足
当
初
の
市
民
団
体
と
し

て
の
柔
軟
性
や
活
動
の
面
白
さ
を
減
少
さ

せ
る
傾
向
も
う
か
が
え
る
。

懸
念
さ
れ
る
の
は
、
行
政
等
か
ら
の
補

助
金
・
委
託
金
等
が
主
た
る
収
入
に
な
る

と
、
市
民
団
体
と
し
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

も
と
づ
く
活
動
が
制
約
さ
れ
る
傾
向
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
同
時
に
、

都
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
多
く
は
、「
小
さ
な

政
府
」
論
に
つ
な
が
る
行
政
の
代
替
機
能

志
向
よ
り
も
、
行
政
と
一
定
の
距
離
を
置

く
形
で
社
会
改
革
に
取
り
組
む
姿
勢
を
有

し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
深

刻
な
財
政
難
の
下
で
地
方
行
財
政
改
革
が

推
進
さ
れ
、
そ
れ
と
連
動
し
て
「
協
働
」

政
策
や
「
新
し
い
公
共
」
政
策
が
展
開
さ

れ
て
い
る
側
面
が
あ
る
が
、
上
記
の
よ
う

な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
現
状
と
理
念
的
方
向

性
、
あ
る
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
運
営
に
お

け
る
事
業
志
向
と
運
動
志
向
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。法
的
な
人
格
を
付
与
さ
れ
、

社
会
的
責
任
を
有
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
今

後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
、
今

回
の
よ
う
な
都
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
調
査
が
定
期
的

に
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

※
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
に
つ
い
て
は
、
前
号

の
本
誌
（
３
１
３
号
／
８
・
９
月
号
）
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ー
ズ
・
市
民
活
動
を
支
え
る
制

度
を
つ
く
る
会　

関
口
和
聡
氏
に
よ
り
﹁
日

本
の
寄
付
文
化
を
変
え
る
﹂
と
し
て
、
そ
の

ポ
イ
ン
ト
を
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
調

査
は
、
こ
れ
ら
の
改
正
前
の
平
成
22
年
９
月

～
10
月
に
か
け
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
た

め
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

※
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
数
は
、
平
成
23
年
８
月

１
日
現
在
２
３
１
法
人
で
す
。
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
名
簿
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
（
ホ
ー
ム
↓
申
告
・
納
税

手
続
き
↓
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
）
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